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ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
お
手
伝
い

み
ど
り
の
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

玄
関
を
花
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
た
い
け
ど
、
う
ち
は
北
側
で
日
陰
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
無
理
と
思
っ
て

る
大
は
い
ま
せ
ん
か
。

育
て
や
す
い
ハ

ー
プ
は
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
し
ら
？

今
年
こ
そ
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
考
え
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
2
1世
紀
の

森
と
広
場
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
み
ど
り
の
相
談
室
（
昔
3
4
5
・
8
7
3
8

）
」

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
相
談
は
、
水

・
土
・
日
曜
日

、
祝
日
の

午
前
1
0
時
～
正
午
と
午
後
１
時
～
３
時
3
0
分
に
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
な
く
て
も
電
話
で
も
質
問
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

花
や
緑
は
人

の
心
を
な
ご
ま
せ
、
豊
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま

す
。
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん

も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

難
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
容
3
4
5
・
8
9
0
0

簡
単
に
で
き
る
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト

う
ち
に
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
場

所
が
な
い
か
ら
花
づ
く
り
は
無
理
と

思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
ア
イ

デ
ア

で
、
ど
こ
で
も
で
き
る
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

いつでも花が咲きそろい、季節ごとの薫りのする宮部幸子さん宅

(第6回街と水辺の花づくりコンクール個人の部で市長賞を受賞)

▼
居
間
や

玄
関

に
緑
を

取

り
入

れ

る

水

や
土

を
こ

ぽ
さ
な

い
工

夫

が
必

要

で
す

。
取
り

換
え

が
簡
単

に
で

き

る
容
器

な
ど
を

考
え
ま

し

ょ
う
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
周
り
を

布

や
紙

で
ラ

ッ
ピ
ン

グ
し

、
水
抜

き

栓

を

は
め
て
鉢

を
中

に
入

れ
て
飾

っ

て

み
ま
し

ょ
う

。

▼
北

側

の
窓
辺

や
玄
関

で
色

と
り

ど

り
に
花

を
咲
か

せ

る

弱
い
光
の
中
で
も
花
が
咲
く
植
物

を
巧

み
に
取

―
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う

。

イ
ン

パ
チ
ェ

ン
ス

、
ミ

ヤ
コ

ワ

ス

レ

、

ベ
ゴ
ニ

ア
類

な
ど
日

陰

が
好

き

な
植
物

を
使

っ
て
み

る
と
育

ち

が
良

い
で
す

。

みどり の相談員は、皆さんの質問に

分かり やすく お答えし ます

み
ど
り
の
相
談
室
は

さ
ま
ざ
ま
な
緑
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

み

ど

り

の

相

談

員

が

花

や

緑

の

質

問

に

お

答

え

し

ま

す

家

庭
で
育

て
て

い
る

植
物

が
弱

っ

て
し
ま

っ
た

り
、
花

が
咲

か
な

く
な

っ
て
困

っ
て

い
ま
せ

ん
か

。

そ

ん
な
と

き
に

は
、
2
1
世
紀

の
森

と

広
場

パ

ー
ク
セ

ン

タ
ー
の
み

ど
り

の
相
談

室
を

ご
利
用

く

だ
さ

い
。

ベ

テ
ラ
ン
の
相

談
員

が
草
花

の
育

て
方
、

庭
木

の
手

入

れ
法

、
病

害
虫
防

除
な

ど
花
と
緑
に
関
す
る
質
問
に
お
答
え

し

ま
す

。

花を育てていると、近所の人や道行く人と笑顔で声

を交わす機会が増えました。子どももきれいに咲く花

を楽しんでいるうちに、たくさんの花の名前を覚え、

家族に話題を提供してくれています。

これからも、みどりの相談室で草花の豊富な情報に

触れ、花を楽しみたいと思っています。

園
芸
相
談
が
出
前
で
Ｏ
Ｋ
！

「
出

張

園
芸

相

談

」

町
（
自
治
）
会

・
サ
ー
ク
ル
へ
、

み
ど
り
の
相
談
員
が
出
張
し
、
そ
の

場
で
園
芸
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
る

「
出
張
園
芸
相
談
」
が
あ
り
ま
す
。

二
十
人
以
上
の
団
体
で
、
平
日

の

相
談
業
務
時
間
内
（
午
前
1
0時
～
正

午
と
午
後
１
時
～
３
時
3
0
分
）
に
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）
。

園

芸

教

室

・

み

ど

り

の

講

習

会

を

開

催

し

て

い

ま

す

毎

月
二

回

、
み

ど
り

の
相
談

員
に

よ
る
園
芸
教

室
を

開
催
し

て

い
ま
す

。

青

島
先

生

の
「
春

・
夏

・
秋

・
冬

の

ガ

ー

デ
ニ

ン

グ
」
、
渡

辺
先

生

の
「
今

月

の
園

芸
作

業
」
、
小

林
先

生

の
「
家

庭
菜
園

」
な
ど

の
シ
リ

ー

ズ
企

画

や
、

季

節
の
草
花
等

の
テ

ー
マ
を
設

け
て
、

栽

培

や
管
理

方
法
を

解
説

し
ま

す

。

日

ご
ろ

の
園
芸

に
関
す
る
相

談
に
も
、

そ
の
場

で
お

答
え
し

ま
す

。

ま
た

、
専

門

の
講

師

を
招

い
て
、

園
芸
等

の
講

習
会

も
開

催
し

て

い
ま

す
。

ぜ
ひ
、

ご
参

加
く

だ
さ

い

（
左

表

パ
ー
ク
セ

ン

タ
ー
催
し

物
）
。

四

季

折

々

の

花

を

展

示

四
季
折
々
の
花
を
植
え
込
ん
だ
ハ

ン

ギ
ン

グ

ー
バ
ス
ケ

ッ
ト

や
寄
せ

植

え

を
展

示
し

て

い
ま
す

の
で

、

ガ
ー

デ
ニ
ン

グ
の
参
考

に
し
て
く

だ
さ

い
。

27 吉紀の森と広場パークセンター催し物

行 事 名 日 時 講 師 定員

みどりの講習会「実

践花づ＜リ講座～肥

料の上手なやり方」

6/190士)

午後1時30 分

～3 時30分

県立流山高校教

諭・野口宣二氏
45人

30人

みどりの講習会「初

夏を彩るフラワーア

レンジメント」・ １

6/27(日)

午後１時30 分

～3時30 分

フラワーデザイ

ナー・青島利恵

子氏

園芸教室｢ 観葉植物

の植え替え｣

7/ 3丗

午後1時30分～３時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

園芸教室

｢夏のガーデニング｣

7/10 出

午 後1 時30 分～ ３時

7/11  (日)

午 前10 時 ～ 正 午

みどりの相談員

青島尚祐氏
40人

みどりの教室

｢干潟の鳥｣

日本野鳥の会会

員・桐原政志氏
80人

会場パークセンタ ー　費用無料( ※１ 材料費2,000 円)

惠電話でパークセンターe345 ―8900 へ( 先着順)

読みたい本が自分で探せます

図書館に検索機を設置

だ
れ
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
ま
す

市立図書館では、本館・

分館に利用者開放端末機を

設置しました。６月15 日(火)

から、図書館を利用する人

ご自身で本の検索ができる

ようになります。

タッチパネル方式ですの

で操作は簡単です。お探し

の本の書名・著者名がはっ

きり分からない場合は、力

ウンターの職員にご相談ください。また、新着図書の一

覧や行事のお知らせ・おはなしキャラバンの日程等もご

覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

暦市立図書館Q365-5115

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
出
場
考
募
集

９
月
1
8日
出
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
市
民
劇
場

対
象
車
内
在
住
・
在

学
の
高
校
生
〔
た
だ
し
、
①
～
④
に

該
当
す
る
人
を
除
く
①
母
国
語
・
公

用
語
を
英
語
と
す
る
国
に
六
ヵ
月
以

上
の
滞
在

・
留
学
経
験
者
（
三
歳
ま

で
の
海
外
生
活
は
除
く
）
②
国
内
外

の
英
語
で
教
育
を
行

っ
て
い
る
国
際

学
校
へ
通
学
し
た
こ
と
が
あ
る
人
、

ま
た
は
通
学
し
て
い
る
人
③
両
親
・

祖
父
母
の
う
ち
一
人
以
上
が
、
母
国

語

・
公

用
語
を
英
語
と
す
る
国
の
人

④
当
該
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
経
験
煮

テ
ー
マ
自
由
（
五
分
以
内
）

入口 と 世 帯　5 月1日現在

人口

男

女

世帯

匣
６
月
2
5日
溺

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定

の
用
紙
（
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
〒
蹈
－

8
5
8
8

松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五

節
松
戸
市
国

際
交
流
協
会

（
市
役
所

新
館
五
階

酋
3
6
6
・
7
3
1
0

）
へ

※
ス
ピ
ー
チ
原
稿
の
締
め
切
り

は
、

８
月

’Ｊ
日

窗
で
す
（
書
類
選
考
あ

り
）
。

※
人
賞
者
は
、
平
成
1
2年
３
月

予
定

の
海
外
短
期
派
遣
（
ホ
ー
ム
ス
テ

イ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

に
一
部
費
用

負
担
で
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

主 な 内 容

６月は環境月間

生きものと共存できるまちづくり ②

市営住宅空き家入居者(待機者)

募集　　　　　　　　　　　 ③

平成10 年度下半期財政事情 ④⑤

情報チャン ネル　　　　　 ⑥⑦

両親 が園芸 を趣味とし てい たこと か

ら 、早 ＜に花 と親し んでき まし た。 毎

年 、家の 前に 置いた 鉢には 、季節ごと

の花 が咲 きそろ いま す。

花は 種から 育て 、芽 が出ると 一鉢 ず

つに分け 、根 を広く 張れる よう にして

あ げ ます。花 が咲＜ 姿を思う と 、多少

の手間も楽しみの一つとなりました。

宮部幸子さん

(根木内在住)
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６月は

環境月間

／

厦

始まっています

環境問題は、地球温暖化やオゾン層の破壊といった地球規模のものから、環

境ホルモンやダイオキシンなど私たちの生活や健康に直接関わるものまで、ま

すます大きな問題となっています。

市では平成9 年度に松戸市環境計画を策定し、「人と生きものが共存している

まち」を目指して環境保全の取り組みを行っているところです。しかし 、目

指すまちの姿を実現するためには私たち一人ひとりが環境について考え、行動

することが必要ですO

6月は環境月間でもあります。この機会に個人として環境を守るためにでき

ることは何か、あらためて考えてみてはいかがでしょうか。

醴環境部計画課登366-7331

「
生
き

も
の

調
査
員
」
が
活
動
中

「
人
と
生
き
も
の
が
共
存
し
て
い

る

ま
ち

」

を

実
現

す

る

た

め

に

は
、

ま
ず
市

内
の
環

境
の
現

状
を
知

る
こ

と

が
必

要

で
す

。
そ

の
試
み

の
一

つ

と
し

て
、
今

年
度

か
ら

「
生

き
も

の

調
査
」

を

実
施
し

て

い
ま
す

。
現
在

六
十

人
の

調
査
員

（
一
般
公

募

の
市

民
）

が
活
動

中

で
す

。

生
き
も
の
は
環
境
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー継

続
的
に
生
き
も
の
を
観
察
す
る

こ
と
で
周
辺
の
大
気
が
汚
れ
て
い
な

い
か
、
木
々
の
緑
が
減
少
し
て
い
な

い
か
な
ど
、
松
戸
の
環
境
を
総
合
的

に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
査
は
、
市
内
を
六
十
五
の
区
域

に
分
け
、
区
域
ご
と
に
選
出
さ
れ
た

生
き
も
の
調
査
員
が
日
常
生
活
の
な

か
で
区
域
内
に
見
ら
れ
る
生
き
も
の

の
生
息
状
況
を
観
察
・
記
録
し
、
報

告
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
専
門
家

に
学
術
調
査
を
依
頼
す
る
の
で
は
な

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
の

は
、
地
域
住
民
で
あ
る
調
査
員
の
方

が
地
域
に
愛

着
を
持

っ
て

い
る
こ

と
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
と
の

交
流
に
よ
り
波
及
効
果
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

調
査
結
果
の
公
表

調
査
の
結
果
は
、
毎
年
集
計
し
、

広
報
ま
つ
ど
で
継
続
し
て
公
表
し
て

い
く
予
定
で
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
大
勢
の

人
が
実
践
し
て

い
け
ば
、
必
ず
身
近

に
見
ら
れ
る
生
き
も
の
の
数
と
種
類

が
増
え
て

い
く
は
ず
で
す
。

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
の
総
合

的
な
成
果
が
目
に
見
え
る
形
に
な
り

ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ

い
。

街なかにもさまざまな生き物がいる

ことを知ってほしい

生きもの調査員・田中憲二さん

長年理科の先生をしていた田中さんは、担当の栗ヶ沢地区を双眼鏡と図鑑を片手に鳥

や虫を観察し、記録しています。回の種類を見分ける方法は、鳴き声、羽の色、、飛

ぶ様子。ツツピー、ツツピー、ジュク、ジュク。あれはシジュウカラ。

生きものの話をする田中さんは、本当に楽し

そうです。

｢調査員になってからは、きちんと記録する

ために何回も見直し 、家にある事典類もよ＜引

＜ようになりましたね。このごろでは近所の子

どもに鳥の名前を聞かれたりもします｣

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

(栗ヶ沢・ひばり公園で)

生
き
も
の
と
共
存
で
き
る
ま
ち
に

な
る
た
め
に
は
何
か
必
要
で
し
ょ
う

か
。
き
れ
い
な
水
・
空
気
・
木
々
の

緑
…
。

き

れ
い

な

水

を

守

る

生きもの調査をしている調査員

水

の
汚

れ
の
主

な
原
因

は
生
活

排

水
で

す
。
使

用
済

み
の
天

ぷ
ら

油
五

百
㍉
㍑
を
流
し
た
場
合
、
河
川
の
水

質
を

コ
イ

や
フ
ナ

が
す

め
る
よ

う
に

す

る
に
は
浴

槽
三
百

三

十
杯
分

の
水

が
必
要

と

な
り
ま

す
。

米

の
と

ぎ
汁

は
流
さ

ず
植
木

に

や

っ
た
り
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
洗
う
と
き

に
は
不
要
な
紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗
う

な
ど

、
ち

ょ

っ
と

し
た
手

間
を

惜
し

ま

な
け

れ
ば
環

境
へ

の
負

担

が
減
り

ま
す

。

空
気
を
汚
す
大
き
な
原
因
の
一
つ
で

す
。停

車
時
に
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
ス

ト
ッ
プ
し
た
り
、
空
ぶ
か
し
、
急
発

進
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
外
出
時
は
、
な
る
べ
く
バ

ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
た
り
、
近
距
離
の
場
合
は
自

転
車
や
徒
歩
で
出
掛
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
れ
い
な
空
気
を
守
る

自

動
車

は
便
利

な
も

の
で

す

が
、

庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
植
物
を
育
て
る

と
チ
ョ
ウ
や
小
鳥
が
卵
を
産
み
に
来

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
植
物

は
空
気

を
浄
化
し
、
生
き
も
の
が
生
息
で
き

る
空
間
（
ビ
オ
ト

ー
プ
）
を
作
び
出

す
の
で
す
。
生
き
も
の
の
す
み
か
で

あ
る
木
々
や
植
物
を
む
や
み
に
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

松

戸
市

は
幸

い
自
然

に
恵

ま
れ

、

「自分の住むまちにさまざまな種類の生きものがいることを知ってもら

い、みんなに自然を守る気持ちが生まれてほしい」と話してくれました。

野
生
生
物
の
種
類
も
豊
富
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
自
然
を
子
ど
も
や
孫
の

世
代
ま
で
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
行
動
を
始
め
、
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

「

松

戸

市

環

境

計

画

」
は

、

環

境

部

］

計

画

課

・

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

ー

（
別

館

一

階

）
で

閲

覧

で

き

ま

す

。

一

教

育
委

員

会

会

議

を

開

催

６
月
2
4日
困
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

醫
教
育
委
員
会
総
務
課
容
3
6
6
・
７
４

ス

ポ

ー
ツ

振

興
審

議
会

会

議

を

開

催６
月
1
1日
窗
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

醫
ス
ポ
ー
ツ
課
登
3
6
3
・
9
2
4
1

事

業

所

・

企

業

統

計

調

査

お

よ

び

商

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

総

務
庁

で

は
、
全

国
す

べ
て

の
事

業
所
・
企
業

を
対

象
ど
し

て
事
業

所
・

企
業

統
計

調
査

を
、

ま
た

通
商

産
業

省

で
は

、
全
国

の
商

業
を

営
む

す

べ

て

の
事
業

所

（
商
店

）
を

対
象

ど
し

て
商
業
統
計
調
査
を
、
７
月
１
日
現

在

で
同

時
に

実
施
し

ま
す

。
調
査

結

果

に
つ

い
て

は
、
各

種
行

政
施

策
に

お

け

る

貴
重

な

基

礎

資

料
と

し

て

、

広

く
活
用

さ
せ

て

い
た
だ

き
ま
す

。

調

査
員

が
お

伺

い
し

た

際
に

は

、

ご
協

力
を
お
願

い
し

ま
す

。

鵞

総

務
部
総

務
課

統
計

係

容
3
6
6
・
７

建

築

物

実

態

調

査

に

ご

協

力

を

こ

の
調
査

は
、
昨

年

一
年
間

の
建

築
物
と

住
宅

の
建

築
状
況

な
ど

を
調

査

し
、

国

や
県

の
住
宅
行

政
等

の
基

礎

資
料

を

得

る
た

め
、
毎
年

実
施
し

て

い
ま
す

。
６
月
1
0
日
啝

～
3
0
日

團

の
間

に
調
査

員

が
お
伺

い
し
ま

す

の

で
、

ご
協
力

を

お
願

い
し

ま
す

。

琵

建

築
指
導

課

庶
務
係

容
3
6
6・
７
３

お

知

ら

せ

と

訂
正

・
今
月
の
「
福
祉
フ
ァ
イ
ル
」
は
、
休

載

い
た
し

ま
す
。

・
広
報

ま
つ
ど
５
月
５
号
「
福
祉

フ

ァ
イ
ル
」
に
掲

載
し
た
松
戸
市

薬
剤

師
会
事
務
局
の
電
話
番
号
は

画

登
3
6
0
・
3
6
0
0

で
す
。

犯

罪

被

害

者
支

援

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

発
足

市

内
で
は
、
年
間
約
九
千
九
百
件

の
犯
罪
が
発
生
し
、
約
二
千
五
百
人

も
の
人
が
交
通
事
故
で
死
傷
し
て

い

ま
す
。
犯
罪
被

害
者
支
援

連
絡
協

議
会

は
、
被
害
者
や
そ
の
遺
族
の
心

の
痛
み
を

い
や
す
た
め
、
専
門
的
な

知
識
、
経
験
を
有
す
る
立
場
か
ら
の

相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
精
神
的
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

醫
松
戸
警
察
署
警
務
課

昔
3
6
9
・
ｏ

１

１
０
、
松
戸
束
警
察
署
警
務
課
公
3
4
9

私

立

幼

稚

園

児

の

保

護

者

に

補

助

金

を

支

給

し

ま

す

①
幼

稚

園
児

補
助
金

＝
対
象

６
月

１

囗

現
在
市

内
に

住
民
票

が
あ
り

、
公

認

の
私

立
幼
稚

園
に

ご
∵

四

・
五

歳

児

を
通

わ
せ

て

い
る
保
護

者
　

補
助

金

額
（
年
額

）
三

歳
兒

＝
二
万
三
千

五

百
円

、
四

・
五

歳
兒

＝
二
万

五
千

円

支

給
時
期
1
0
月

上
旬

申

請
手

続
通

園
し

て
い
る
幼
稚
園

が
行

い
ま
す
。

②
幼

稚

園
就
園

奨
励

費
補
助

金

＝
対

象

幼

稚

園
児

補

助

金

の
対

象

者

で

、

平
成
1
1
年
度
市
町
村
民
税
額
が
一
定

の
基
準

内

の
人
　

支
給
時

期
1
2月

中

旬

申

請
手

続
通

園
す

る
幼

稚

園
で

配

布

さ
れ

る
書
類
に

記
入

し
て

、
幼

稚
園
に

提
出
し

て
く

だ
さ

い
。

※
市
外

の
幼
稚

園
に

通
わ

せ
て

い
る

場
合

は
、
通

園
し

て

い
る
幼

稚
園

ま
た

は
教
盲

官

貝
会
総

務
課

ま
で

お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

周
茗
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委
員
会
総

務
課
管

理
係

登
3
6
6
・
7
4
6
0

就園奨励費補助金支給基準と補助金額

区 分 基準( 平成11年度市町村民税年額)
補助金額

年額）

Ａ
生活保護世帯・市町村民税非課税

世帯

133,000円

を限度

Ｂ
市町村民税所得割非課税世帯（均

等割の み課税世帯）

101,200円

を限度

C1
市町村民税所得割課税額が8,800円

以下の世帯

ﾜ8,100円

を限度

C2
市町村民税所得割課税額が102,100

円以下の世帯

54.90C〕円

を限度

生 きも の と 共 存 で き る まちづ く り

環境にやさしい事業所になるために

環境を守るためには事業所の協力も必要で

す。まず率先して市役所が環境にやさしい事業

所になろうという趣旨で、この４月から｢ 市役

所エコオフィス行動プラン｣を実践しています。

日常できる小さなことから少しずつ、しかも継

続的に取り組むことが大切だと考えています。

緑
を
大
切
に
守
る
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入
居
資
格
…
①
松
戸
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
松
戸

市

内
に
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
②
現

に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
人
、
婚
姻
の
予
定

者
を
含
む
）
が
あ
る
人
（
老
人
等
は

単
身
可
）
③
年
間
総
収
入
が
表
1
・

２
の
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人
（
た

だ
し
二
人
以
上
の
収
入
が
あ
る
世
帯

・
寡
婦
（
夫
）
控
除
・
身
障
者
控
除

等
に
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

金
額
が
変
わ
り
ま
す
）
④
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

人

六高台市営住宅

申
込

用

紙
の

配

布
…
６
月

９
日
團

～

２
囗

㈹
午
前

９
時

～
午

後
５

時
の

間
に

王

・
日

曜
日

を
除

ぐ
）
、
住

宅

課
と

各
支

所
で

配
布

申
込
受
付
…
６
月
1
6
日
團
～
2
3
日

湘
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
問
に
（
土

・
日
曜
日
を
除
く
）
、
市
役
所
本
館
二

階

大
会
議

室

で
受
け
付

け

入

居

時
期
・：
空

き

家
が
生
じ
次
第

給与所得者1人の場合の早見表（前年1年間の総収入）

家族数 単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

総収入金額

3,6ﾜ5,999

円以下

4,151,999

円以下

4,62'ﾜ,999

円以下

5,103,999

円以下

5,5ﾜ5,999

円以下

裁量階層

総収入金額

4,695,999

円以下

5,1ﾜ1,999

円以下

5,64'ﾜ,999

円以下

6,123,999

円以下

6,595,999

円以下

寄

附

に
感

謝
し

ま

す

（
平

成
1
0年
1
0月

１
日

～

平

成

Ｈ
年

３
月
3
1
日
受

け
付

け

分

）’

多

く

の
方
か
ら

貴
重

な
寄

附
を

い

た

だ
き
、

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た

。皆

様

の
ご
厚
意

は

、
趣
旨

に
沿

っ

て
大
切

に
使

わ
せ
て

い
た
だ

き
ま

す
。

福

祉
関
係
へ

松
戸
み
ど
り
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中

茎
正
雄
、
㈲
高
城
総
合
企
画
、
塩
崎

教
通
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｂ
Ａ
Ｒ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
、
セ
イ
コ

ー
イ
ン
ス
ツ
ル
メ

ン
ツ
高
塚
地
区
支
部
共
済
部
、
セ
イ

コ

ー
イ
ン
ス
ッ

ル
メ
ン

ツ
バ
レ

ー

部
、
吉
野
竹
治
松
戸
市
公
衆
浴
場

組
合
、
千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
松

戸
支
部
、
池
田
延
子
、
千
葉
県
新
聞

販
売
組
合
松
戸
地
区
会
、
松
戸
た
ば

こ
商
業
協
同
組
合
婦
人
部
、
マ
ザ
ー

ズ
ー
フ
リ
マ
、
浄
安
寺
護
持
会
婦
人

部
た
ち

ば
な
会
、
江
戸
川
大
学
総
合

福
祉
専
門
学
校
、
松
戸
市
社
交
ダ
ン

ス
協
会
、
荒
川
み
ど
り

ダ
ン
ス
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
米
田
英
行
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
葉
ユ

ー
カ
リ
、
福

田
良
寿
、
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
学

当

選
順

位
に

よ
り

入
居

。
平
成
1
2
年

５

月
末
日

ま
で
に

空

き
家

が
生

じ

な

い
場
合

は
、
当

選
権

が
失
効
し

ま
す

。

※
市
役

所
内

は
駐
車

ス

ペ

ー
ス

が
少

な

い
た

め
、
車

で

の
来
場

は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

鬩

住

宅

課
住
宅

政

策
係

容
莇

・
７
３

表 ２

事業所得者1人の場合の早見表（前年1年間の必要経費控除後の所得金額）

家族数 単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

所得金額

2,∠m,000

円以下

2,ﾜ'80,000

円以下

3,160,000

円以下

3,5∠10,000

円以下

3,920,000

円以下

裁量階層

所得金額

3,216,000

円以下

3,596,000

円以下

3,9ﾜ6,0(X〕

円以下

4,356,000

円以下

4,ﾜ36,000

円以下

※裁量階層＝高齢者・障害者・戦傷病者・被曝者・海外引揚だの各世帯

生
課

、
長

聖
寺

、
松
戸

鎌

ケ
谷
木
材

同
業

組
合

、
仁
王

会

、
六

実
興
友

会

、

銚
子

商
工

信
用
組

合

信
友
会

、
松

戸

商
工

会
議

所
婦

人
会

、

ゆ
う

か
り
手

工
芸

文
化

の
会

、
野

菊
野
会

ダ
ン
ス

サ

ー

ク
ル
、

㈱
海
老

澤
工

務
店

・
海

老

澤
工

務

店
海

進
会

、
明

る

い
社

会

づ
く
り
松

戸

推
進
協

議
会

、
楢
原

建

設

㈱

・
楢

原
建

設
功
友

会

、
武
義

宏

、

松
戸
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
佐
藤

美

恵
子

、
松
戸

テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ
、
松

戸

車

ロ
ー

タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
平

林
看

護

婦
家

政
婦
紹

介
所

、
近

代
住
機

㈱

近

友
会

、

ダ
イ

エ

ー
新
松

戸
店

・
専

門

店
、

松
戸
市

医
師

会
常

盤
平

地
区

ゴ
ル

フ
同

好
会

、
松

戸
競

輪
労

働
組

合

、
秋

葉
澄
夫

税
理

士
事

務
所

、
小

千葉県西部防災センター開館1 周年記念

防 災 フ ァミ リ ーフ エア

千葉県西部防災センターでは、開館1周年を記念し

て県民の日の6月15 日(火)に防災ファミリーフェアを

開催します。

当日は、ちびっこ消防隊撮影会やはしご車試乗会

などいろいろなイベントを行います。

皆さんのご来場をお待ちしています。

板

橋
病

院
、

㈱
山
野

辺
建
設

社
員

一

同

・
山

野
辺
建

設
協
力

会

一
同

、
荻

原

絹
子

、
中
央

若
杉

会
と

き
わ
平

支

部

・

中

央

信

用

金

庫

と

き

わ
平

支

店

、
松

戸
市

傷
痍
軍

人
会

、
日

本
生

命

労

働

組
合

柏

支

部

、
岡

田

格
朗

、

松

戸
郵

趣
会

、

ダ
ン
ス
サ

ー

ク
ル
（

ツ
ピ

ー
ワ
ン

、
松
戸

市
民

カ
ラ

オ
ケ

歌

謡
協

会
、
椎

名
尚

己

、
小
野

絹
代

、

辻

す
み

ゑ
、

曹
友
会

、
増

田
禧

、
湯

浅
み
つ
子
、
松
戸
市
立
大
橋
小
学
校

児

童

会

、

㈲
千

成

亭

、

㈱
ミ

ッ
ク

、

木

村
多

鶴
子

、
鈴
木

明

、
㈱
レ
ッ

ク
、

㈲
ス

ズ
キ
サ

ー

ビ
ス
、
坂

本
直

、
杉

田

幸
雄

、
松

戸
地
区

環

境
衛
生

同
業

組
合
連

絡
協

議
会

、
松
戸
市

青

果
物

商

業
協

同
組

合
、
加

藤
孝

、
セ

ン
チ

日時…6月15 日丙午前10時～午後3時30 分

会場…千葉県西部防災センター(松戸558 の3)

内容…歌手オユンナさん(モンゴル出身)による一日知事、

ちびっこ救助隊体験教室、

オユンナさん

はしご 車の 試乗 体験 、防

災ク イズ 、防災 体験 学習 、

備蓄 食およ び保 存飲 料水

の試 食 ・試 飲 体験ほ か

費 用 …無料

※それぞれの時間はお問い合わ

せく ださ い。

※天候 状況 によ って 、内容 を変

更 する こ とがあ り ます。

※駐車 場は 混 み合い ますの でな

るべくバス等でご来場くださ

い。

いざ というときに備えて、日ごろ の訓練が大切です

西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
案
内
図

圃]千葉県西部防災センターS331  -5引１

・
松
戸
駅
西
口
か
ら
京
成
バ
ス
市
川
駅
行
き
で

「
松
戸
二
中
」
下
車
徒
歩
七
分

・
松
戸
駅
か
ら
徒
歩
二
十
五
分

ユ
リ

ー
2
1
五

大

ホ

ー

ム

㈱

、

山

崎

製

パ

ン

従

業

員

組

合

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

松

戸

営

業

所

、

広

瀬

め

ぐ

み

、

締

日

本

公

衆

電

話

会

、

東

京

中

央
青

果

㈱

千

葉

支

社

、

原

美

乃

、

㈱

ニ

ュ

ー

・

ク

イ

ッ

ク

、

㈲

テ

ラ
（

ラ

製

菓

、

秋

田

県

の

観
光
と
物
産
展
実
施
協
議
会
、
津
山

敬

之

、
松

戸

東

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ
、

村
山
藤
一
郎
、
松
戸
中
央
ロ
ー
タ
リ

ー

ク

ラ

ブ

、

松

戸

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ
、
原
田
絵
美
・
高
木
由
香
里
・
江

原
淳
、
ぴ
っ
こ
ろ
の
会
、
松
戸
建
築

事

務

所

協

会

教

育
関
係
へ

纐
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
奥
山
義

人
、
松
戸
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

阿

部
俊
樹

そ

の

他

松

戸
ユ

ー
カ
リ
ラ
イ

オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
、

㈲

Ｓ
Ｙ
．

ロ
ジ

ス

テ

ッ

ク
ス

、

松

戸
公

産
㈱

、
飭
千

葉
県

エ
ル

ピ
ー

ガ
ス
協

会
松
戸

支
部

、
纐

土
屋
文

化

振

興
財
団

、

杉
浦
正

雄
、

松
戸

交
通

安

全
母

の
会

、
山

野
井
浪

、
石

飛
博

光

、

二
コ
ン

カ

メ
ラ
販
売

会
社

、
㈲

ア
ー
ト

・

エ
ム

〔
敬
省

略

・
順

不
同

〕

圜

総

務
部
総

務
課

庶
務

係

容
鰯

・
７

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
六
十
四
　
ひ
み
こ
の
は
が
い
ー
ぜ
（
卑
弥
呼
の

歯
が
い
い
ぜ
）

戦

後
半
世

紀

が
経
ち

、
日
本

人

の
生
活

環
境

は
著
し

く
変

化
し

ま

し

た

。
家
庭

環
境

も
変

わ
り

、
全

国

民

が
軟
食

グ
ル

メ
化

傾
向

に
な

っ
て

い
ま
す

。

邪
馬

台
国

の
女
王

卑

弥
呼

が
活

躍
し
た
弥
生
時
代

と
比
較
す

る
と

、

食
事
時
間
は
五
分
の
一
、
噛
む
回

数
は

六
分

の
一
に

減

っ
て

い
る
と

い
う
実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。

ま

た
、
江

戸
時

代

か
ら
戦

前
ま

で

の
三
百

年
間

は
、

ほ

ぽ
変

化

が

な
か

っ
た

と

い
う

数
字

が
出

て

い

ま
す

。
し

か
し

、
戦

後
か

ら
今
日

ま

で

の
間
に
食

事

の
内

容

が
変
化

し

、
食
事

時
間

、
噛

む
回

数
は
約

半
分

に

な
っ
て
し

ま

い
ま

し

た
。

特

に

、
噛

む

回

数

の

減
少

は
、

私

た
ち

の
健
康

に
重

大
な
影

響

を

及

ぼ
し

て

い
ま

す

。
近

年

、
噛

む

こ

と
と

脳
細
胞

の
活

性
化

に

つ
い

て

の
研

究

が
進

み

、
も

の
を
噛

ん

で

い
る
と
き
に

は
脳

の
血

液
循

環

が
よ
く

な

っ
て

い
る
こ
と

が
確

か

め
ら

れ
て

い
ま

す

。
さ
ら

に
、

脳

内

の
皮

質
運
動

野

や
補
足

運
動

野

な
ど

の
神
経

細
胞

の
酸
素

消

費
量

が
増
大

し
、

こ
れ

ら
の
神

経
細

胞

が
活
性

化

さ
れ
て

い

る
こ

と

が
分

か
り
ま

し
た

。
し

か
も

、
こ

の
脳

の
活
性

化

の
程
度

は
、

も
の

を
噛

む
回
数

が
多

け

れ
ば
多

い
ほ

ど
増

強
さ

れ
て

い
た
の

で
す
。

ま

た
、
最

近
に

な

っ
て
、
脳

に

は
細

胞
を
長

生
き

さ
せ

る
因
子

が

い
く

つ
も

あ
る
こ

と

が
分
か

っ
て

き
ま
し

た

。
Ｅ
Ｇ

Ｆ

（
上
皮

成
長

因
子

）
と
Ｎ

Ｇ
Ｆ

（
神

経
成

長
因

子

）

は
そ

の
代

表

的

な
も

の
で

、

こ

れ
ら

の
物
質

は
脳

自
体

で
も
分

泌

し
て

い
ま
す

が

、
だ
液

を
作

る

だ

液
腺

か
ら
も

血
液

中
に

供
給

さ

れ
て
い
る
の
で
、
良
く
噛
む
こ
と

で

そ

の
量
を
増

や
す

こ
と

が
で

き

る
の
で

す
。

ま
た

、
痴

ほ
う
と

の
関

係
に

つ

い
て
も

興
味

深

い
実
験

が
行

わ
れ

て

い
ま

す

。
泳

ぎ
疲

れ

る
と
休

憩

台

で
休

め

る
よ
う

に
し
た

プ

ー
ル

で
、
遺

伝
的

に
老
化

の
早

い
実

験

用
の
ネ

ズ
ミ
（
老

化

促
進
マ

ウ
ス
）

の
夕

ち

ボ
ケ
か
か

っ
た
マ

ウ
ス
と

、

ま
だ

比
較
的
正

常

な

マ
ウ
ス
を

そ

れ

ぞ
れ
泳

が
せ
て

み
ま
し

た

。
上

の
臼

歯
を
削

っ
て

噛
む
力

を
低
下

さ
せ

る
と

、
正

常

な

マ
ウ
ス

で
は

そ

れ
は
ど

の
変
化

は
見

ら
れ

ま
せ

ん
で
し

た

が
、
老

化
に

よ
る

初
期

知
能

障
害

の
あ

る
マ

ウ
ス
は
休

憩

台
を

見

つ
け

る
の
に
長

時
間

か
か

っ
た

の
で

す
。

こ

の
結

果
か

ら
、
若

く
て

元
気

な
う

ち
は

、
少

々
歯

が
悪

く

て
噛

め

な
く
て

も
急

激
な

変
化

は
な

い

も

の
の
、

加
齢

と
と

も
に
知

的
障

害

の
出
て

き
た
段

階

で
噛
ま

な

い

生
活

を

続
け

て

い
る
と
痴

ほ
う

が

一
気
に

進
ん

で
し
ま

う
可
能

性

の

あ

る
こ
と

が
示

唆

さ
れ
ま

す
。
逆

に
、
良
く
噛
む
こ
と
は
老
化
に
よ

る

ボ
ケ

の
阻
止

効
果

あ

る

い
は

そ

の
進
行

を
抑
え

る
こ

と

が
出

来

る

か
も
し

れ
な

い
と

い
う
こ

と

が
言

え

ま
す

。

次
回

は
、

生
活
習

慣

病
の
予

防

と
噛
む

こ
と

の
関
係

に

つ

い
て

お

話

し
し

ま
す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者
（
待
機
者
）
募
集



広報ま つ ど1999 年(平成11年)6月5日

平成10年度下半期(平成10年10月～11年3月) 平成10 年度下半期の財政事情を公表します。 10年度

は、新総合計画に基づく第1次実施計画のスタートとな

った年であり、計画に盛り込まれた諸施策の目標達成

のため、歳入の確保と歳出の効率的な執行に努めてま

いりました。

今後も事務事業の見直し等により、経費の節減を図

りながらすべての市民の皆さんが安心して潤いのある

生活ができるまちづくりの達成を目指します。

[固財政課S366-7315

消防費・議会費・商工 費・

農 林水産業費など

（　）内は 前 年度 の繰 越分

（　）内は支出済額です

社会施設 や児童福祉の充実

道 路・河川 ・公園

の整 備など

ご み対 策や保健

衛生の充 実

特別・企業会計への繰出金の状況

一般会計から下記の各会計へ繰り出して使用しています。

一 般 会 計
繰出先の会計名

款 繰出金額

民生費 1ﾜ億2,220万8千円 国民健康保険特別会計

衛生費

11億8,244万円 老人保健事業特別会計

1億1,434万4千円 水道事業会計

31億2,358万5千円 病院事業会計

商工費 2億0,631万8千円 公設地方卸売市場事業特別会計

土木費
1億6,000万円 駐車場事業特別会計

53億9,ﾜ49万ﾜ千円 下水道事業特別会計

合 計 119億〇,639万2千円

一般会計予算の執行状況は下表のとおりです。平成10 年度の最終予算額

(予算現額)は1,162億9,294万3千円になりました。当初予算額は1,098億8，

000万円でしたが，その後4回の補正によって，64億1,294万3千円を追加し

たものです。

地方交付税 ・県支出金・使用料

市が国 や銀行から長

期に 借り たお金

国 が負担する負担金・

補助金・委託会

特別会計

内は収入済額です

市民税・固定資産
税・市たばこ税・

都市計画税など

国民健康保険や下水道などの特定の事業については、原則としてその収入を

支出に充てるため、一般会計とは別に特別会計としています。

国民健康保険特別会計ほか5特別会計の予算執行状況は、下表のとおりです。

予算額に対して、平成11 年3月31日現在の収入済額は1,03ﾜ 億ﾜ､890 万2千

円で、収入率は89.2％です。支出済額は1,03ﾜ 億〇､569万8千円で執行率は

892 ％です。一時的な支払い資金の不足については、財政調整基金等を繰り

替え使用していますが、５月末日までには不足額に見合う収入がありますの

で、不足額は補てんされます。

市役所の事務管理や広報
まつどの発行など

教育 ・文化・スポーツ

の 垢漏 など

市債の返済に充 てるも の

企 業 会 計

市
内
の
水
道
は
県
営
の
も
の
と

市
営
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
市
営
に
つ
い
で
で
す
。

市
立
病
院
と
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー

東
松
戸
病
院
を
合
わ
せ
た
収
支
で

す

。

水道事業および病院事業会計の予算執行状況は、下表の

とおりです。各公営企業とも健全な経営に努めています。

水
道
事
業
会
計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

病
院
事
業
会
計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

予算現額

収入済額
または

支出済額

収益的 収支

…経常的な 収入と支出

資本的 収支

… 建物や備品などに かかる

収入と 支出

収入額が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんします。

財政事情
一般会計

および手劭 料・諸収入など

歳 入

その他

市債

国庫支
出金

市税

予算現額

収入済額

収入率

歳 出

民生費

土木費

衛生費

公債費

教育費

総務費

その他

予算現額

支出済額

執行率

会 計 名 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率(％) 支出済額 執行率(％)

国民健康保険特別会計 232億8,125万6千円 213億5,994万2千円 91.ﾜ 203億8,ﾜ9｢ｱ万4千円 8ﾜ.6

松戸競輪特別会計 85億ﾜ,691万9千円 80ｲ意0,ﾜ99万ﾜ千円 93.4 ﾜ∠1億3,854万9千円 86.｢ｱ

下水道事業特別会計
(5億3,689万8千円)

1｢Z2ｲ意9,891万ﾜ千円

(5億3,689万8千円)
99億3,000万9千円

(100.0)
5ﾜ.4

(5億2,039万1千円)
104億3,311万3千円

(96.9)
60.3

公設地方卸売市場事業
特別会計

5億3,64ﾜ万6千円 5億2,203万5千円 9ﾜ.3 4億6,ﾜ34万1千円 8ﾜ.1

老人保健事業特別会計 201億2,145万9千円 186億ﾜ,08ﾜ万ﾜ千円 92.8 180億5,064万5千円 89.ﾜ

駐車場事業特別会計 3億1,8ﾜ9万9千円 2ｲ意9,7｢ﾌﾂ万2千円 93.4 2ｲ意9,311万6千円 91.9

.合 計
(5億3,689万8千円)

ﾜ印儉3 382万6千円

(5偸3,689万8千円)

58ﾜｲ意8 863万2千円

(100.0)

838

(5億2,039万1千円)

5ﾜOｲ煦ﾜ､Oﾜ3万8千円

(96.9)

814

競 輪 事 業 収 益 金 の 使 途 状 況

区 分 金 額

土 木 費 1億円

民 生 費 5,000万円

教 育 費 5,000万円
合計

2億円

松戸競輪事業で得ら れた収益金は 、一般

会計に繰り入れて下表のとおリ 使用し て

います。



広報ま つ ど1999 年(平成11年)6月5日

「みんなで　とり戻そう　美しい手賀沼」をテーマに、手賀沼流域フォーラム

と水辺のイベントを開催します。

多くの皆さんのご参加を、お待ちしています。

須藤隆一氏

佐藤陽子氏

(バイオリニスト)

食
べ
物
は
十
分
に
洗
い
、
加
熱

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に

入
り
ま
す
。

食
中
毒
は
、
食
中
毒
菌
や
有
害
物

質
を
食
べ
な
け
れ
ば
起
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
し
っ
か
り
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
を
過
信
せ
ず
、
調
理
後
は

で
き
る
だ
け
早
ぐ
食
べ
る
方
が
安
全

で
す
。

特
に
海
や
山
な
ど
の
行
楽
地
で
食

べ
る
「
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
」
は
、

必
ず
当
日
に
調

市民負 担 状況

皆さんにご負担いただいた

市税を市民1人当たり、また1

世帯当たりに換算したものは、

下表のようになっています。

平成11 年3 月31 日現在

人口　458,  035人　･ ，

世帯　181,437 世帯

面積　61.33krfi

で算出

区 分 1世帯当たり 1人当たり

市 民 税 19万4,931円 ﾜ万｢7,216円

固定資産税 12万1,349円 4万8,069円

都市計画税 2万3,0ﾜ3円 9,139円

そ の 他 2万3,096円 9,149円

乙　　　 Ξ

合計
36万2,449円 14万3,5ﾜ3円

私有財産の現在高

市の財産には ，土地や建物のほか，特定の目的のために

資金を積み立てたり，定額の資金を運用するために設けた

基金など があります。主な財産の現在高は ，下記のとおり

です。

１ 基 金

①財政調整基金………………………　32 億〇,986万4千円

②国民年金印紙購入基金………………………850 万円

③土地開発基金………………………　48億円

④学童災害共済基金………………………　2,265 万1千円

⑤松本清奨学基金…………………………　5,000 万円

⑥高額療養費貸付基金……………………　1,500 万円

⑦国民健康保険事業財政調整基金……7 億5,000 万円

⑧福祉基金………………………………2 億4,317 万1千円

⑧美術品等取得基金……………………4 億1,000 万円

⑩白井聖地公園基金………………………　6,601 万4千円

⑩文化施設建設基金……………………　1ｲ意2,288万4千円

⑩市債管理基金……………………………　2,500 万円

⑩平和基金………………………………1 億円

２　有価証券および出資による権利……24｛意4,106万4千円

３　土地および建物

①土地　2,996,416.77m2  (うち土地開発基金16,410.16m2)

②建物　　886,567.96m2

4　車両　総台数…445 台

①乗用車…30台　　②貨物車……129台　　③消防車…76台

④救急車…11 台　　⑤軽自動車…103 台　　⑥その他…96 台

市は、教育・土木・社会福祉・衛生・消防など、各種事

業を行っています。これらの経費は、市民の皆さんに負担

していただく市税、国や県からの補助金など、その年度の

収入で賄われています。

しかし 、事業の効果が後世にも及ぶものについては、将

来の市民の皆さんにもその負担をしていただいた方が、税

負担の公平を図ることができることから、市は国や銀行な

どから長期で返済する資金(地方債)を借りてそれを費用の

一部に充てて事業を進めています。

借入金残高は、下表のとおりです。今後とも、将来の財

政負担を十分に考慮しながら地方債を活用していきます。

駐車場債家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

下水道債

特別会計

総務債

一時借入金の現在高

教育債

市民税減税等補てん債

なし

7月10日
手賀沼流域フォーラム

時間…午 後1 時 ～4 時30 分

会場…柏市民文化 会館 （柏市柏下107 ）

内容… 〔第1 部〕 パネルデ ィスカッション

東北大学教 授・須藤隆一氏（コーディネーター）ほか

〔第2 部〕水を めぐる トークコン サート

佐藤陽子氏（バイ オリニ スト）＆徳江陽子氏（ピアニスト）

対象…第1 ・2部を続け て参加できる人

定員…1,200.人 （抽選）

費用…無料

兩6 月18 日 銜 〔消印 有効 〕 まで に 、往 復 ハガキ （1 枚で2 人 ま

で申 し 込 み可 ）に 住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・電 話 番 号を 記入 し て 、

〒271-8588 松戸 市根本387 の5 松戸 市役所川 をき れいにする

課手賀沼 ふれ愛フ ェスタ 係へ

水辺のイベント

時間…午前10 時～午後3時30 分

会場…千葉県手賀沼親水広場（我孫子市高野山新田193)

内容…野外ステージ“わくわくさんと遊ぼう”・フリーマーケ

ット 一手賀沼船上見学ほか

費用…無料

匝］自由参加ですので、直接会場へ

※手賀沼の水質改善に向けたご意見等があればファックス(IES365―ﾜﾜ61) で6月25 日

銜までにお送りください。

圜]川をきれいにする課S366-1152

6月は「動物の正しい飼い方推進月間｣‘かわいいなら厳しいしつけとマナーを守ろう

狂犬病予防と動物による危害や被害の予防の

ため、動物は正しく飼いましょう。

(1)生後91日以上の飼い犬は登録と狂犬病予防注射

が義務付けられています。予防注射がまだ済んでい

ない人は早急に実施してください。

(2)犬の放し飼いなご不適正

な飼い方による事故が多発

しています。

放し飼いは絶対にやめて

ください。犬の散歩や運動

をするときは必ず引き綱を

付けて行なってください。

(3)犬のふんは、飼い主が責任を持って始末しまし

ょう。散歩の際にはふんの始末ができる準備をして

く ださい。

(4) 捨て 犬や捨て猫は やめてく ださ

い 。子 ども を増 や すつも り のな い

場合は 、不 妊手 術を受け ましょう 。

調
理

後

で

き

る

だ
け

早

く

食

べ

る
加
熱
調
理
し
た
食
べ
物
で
も
、
保

存
し
て
お
く
と
菌
が
付
着
・
繁
殖
す

る
可
能
性
が
で
て
き
ま
す
。

特

に
、
食
肉

を

取
り

扱
っ
た
後
は
、

十
分
な

洗
浄
と

器

具
の
熱
湯
消
毒
が

大
切
で

す
。

(5)犬舎の周囲は常に清潔にして、悪臭や虫の発生

を防ぎましょう。

また、他人に迷惑をかけないよう日ごろから適正

なしつけをしましょう。

勁]松戸保健所昔36卜2121

｢犬の飼い方教室｣ 参加者を募集

日時…6月23日似)午後IE侍から
会場…東葛飾合同庁舎

内容…家庭犬としてのしつ

けなどの講話と質疑

応答形式による相談

対象…犬の飼養者等（これ

から飼う人もご参加

＜ださい）

定員…先着20人

費用…無料

圉電話で松戸保健所a361-2121 へ

調
理
器
具
は
食
材
ご
と
に
熱
湯

消
毒
す
る

し

て

か

ら

食
べ

る

食
材
の
表
面
だ

け
を
熱
し
て
も
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

食
材
の
中
ま
で
し

っ
か
り
火
を
通
し

ま
し
ょ
う
。

調

理

後
の

食

品

は

直

接
素

手

で

触

れ

な

い

調
理
し
た
食
材
を
お
皿
に
盛
り
付

け
た
り
、
お
弁
当
に
詰
め
る
と
き
に

は
、
は
し
な
ど
を
使
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

日

ご

ろ

か

ら
手

を

よ

く

洗

い
消

毒

す

る
習

慣

を

身

に

付

け

る

特
に
用
便
後
、
食
事
の
前
、
調
理

を
す
る
と
き
に
は
、
逆
性
石
け
ん
等

で
手
を
消
毒
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

問
松
戸
保
健
所
公
3
6
1
・
２
１
２
１
、

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
登
3
6
6
・
７

理

し

、

食

べ

る

ま

で

は

直

射

日

光

を

避

け

る

な

ど

し

て
保

管

し

、

温

度

管

理

に

注

意
し
ま
し
ょ
う
。

正し い し つ け方

を身につけてね

手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ

期日

衛生債

その他

病院事業債 ･水道事業債

土債債

企業会計

一

般
会

計
・

地方債

の現在高

地方債の現在高
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講
座
・
講
演

ア

ー

ト

ラ

ン
（
卵

殻

画

）
実

習

会

６
月
1
0
日
内
・
1
1
日
窗
・
1
7
日
困

〔
全
三

回
〕
午

後
１
時

～
３
時
　

会
場

一
友
会
館
（
松

戸
駅
西

口
下
車

）
　
内

容

広
重
東

海
道
五

十
三

次

の
色

紙
額

の
作
成
　

持
ち
物
小

皿

・
握
り

ば
さ

み

・
絵
筆

費
用

三
千
円

程
度

圜

ア
ー
ト

ラ
ン
ま

つ
ど

・
大
沢

登
3
8
3

視

覚

障

害

者

の

在

宅

就

労

問

題

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

６
月
2
0
日

㈲
午
後

１
時
～

４
時

会
場
船
橋
市
東
部
公
民
館
(
J
Ｒ
津

田

沼
駅
下

車

）
　

内

容
講

演
「
視
覚

障
害
者

の
在

宅
就
労

に

つ
い
て
」

講
師
労
働
省
障
害
者
雇
用
対
策
課
主

任
・
吉
泉
豊
晴
氏
　
費
用
五
百
円
（
資

料
代

）

圃

直

接
会

場
で

鬪
千

葉
県

中
途
視

覚
障
害
者

連
絡
会

・
金
子

昔
3
6
6・
5
1
1
2

戸定歴史講座〔全2回〕

一一一　　　　 一一
期日 ｜　時間　 会場　　 内 容

1867 年パリ万博

6/19ft　　　　　．-､型 ～幻の600万ドル

午後2時～ 意
動 回

2時40分　部
筈　 ‾‾‾‾‾

屏の 幻の葵勲章

7/ 3（土） 間 ～国際社会の洗礼

一 一一一　一一

ザ

ー
ワ

ー
ル

ド

ー
ユ

ー
ス

ー
セ

ミ

ナ

ー

「
開

い
て

み

よ

う
世

界

の

と

び

ら
～

外

国

青

年

と
の

体

験

・

交

流
活

動

」

６
月
1
2日
出
・
1
3日
面

〔
一
泊
二

日
〕
　
会
場
流
山
青
年
の
家

内
容

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
パ
ー
テ

ィ
、
自
主
企
画
、
日
本
の
伝
統
・
文

化
を
学
ぶ
対
象
高
校
生
以
上
定

員
先
着
三
十
人
　
費
用
二
千
五
百
円

圃
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
・
送
迎

バ
ス
利
用
の
有
無
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
0

－
0
1
5
3

流
山
市
中

社

交

ダ

ン

ス

無

料

講

習

会

６

月
1
0
日
困

・
1
7日

困
〔
全
二

回
〕

午

後
７
時

～
９

時

会

場
稔
台
市

民

セ

ン

タ
ー
　

対

象
中
級
程

度

の
人

醫

ひ
ま

わ
り

ダ
ン

ス
会

・
芹
沢

登
3
6
6

県

立

柏

陵

高

校

公

開

講

座

「

川

柳

教

室

」

７

月

３

日

～
1
0
月
2
3
日

の

土

曜

日

の

う

ち

十

回

、

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

県

立

柏

陵

高

校

（
柏

市

）
　

対

象

初

心

者

、

若

干

の

川

柳

経
験
者
定
員
先
着
三
十
人
費
用

無

料

（
資

料

代

は

別

途

）

匣
電
話
で
県
立
柏
陵
高
校
公
開
講
座

係

登

０

４

７

１

．
7
4
・
ｏ
ｏ

｝」ａ
に
．７
１
へ

御

陣

屋

太

鼓

・

盆

太

鼓

教

室

６

月
2
0
日

㈲

・
2
6日

出

、
７
月
４

日

㈲

・
1
0日
出

・
1
8日

倒
〔
全

五
回
〕

午

前
９

時
～
正

午

会
場
門
前

会
館

（
八

柱
駅
下

車
）
　
内
容
盆

踊
り

の
太

鼓
の
た
た
き
方
費
用
無
料
（
ば
ち
が

な

い
場

合
は
二

千
円

程
度

）

類

御
陣

屋
太

鼓

の
会

・
倉

田

容
3
8
7・

ｎ

／

】
冖

ｈ
‥
ｙ

６

９

【

】

歴

史

講

座

「
東

葛

地
域

の

城

跡

を

め
ぐ

る

」

６
月
1
3日
収
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
時

会
場
関
宿
城
博
物
館

講
師
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
副
所

長
・
柴
田
龍
司
氏
定
員
先
着
七
十

人
　

費
用
無
料

圉
電
話
で
関
宿
城
博
物
館
学
芸
課
容

０
４
７
１
・
9
6・
1
4
0
0

へ

講師…戸定歴史館学芸員

対象…２回とも受講できる人

定員…先着30 人

(1 度に複数人の申し込

みはできません)

費用…無料( 戸定邸入館料は

別途)

[胴電話で戸定歴史館容３６２

－２０５０へ( 月曜日休館)

松

戸

史

談

会
講

演

会

６
月
1
3日
㈲
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

松
戸
の
板
碑
　
講
師
市
立
博
物
館
学

芸
員
費
用
無
料

鬪
松
戸
史
談
会

・
神
尾
登
3
4
1
・
２
４

再

就

職

セ

ミ

ナ

ー

６
月
1
1
日

脂

・
1
8日

脂
〔
全

二
回

〕

午

後
１

時
～
４

時

会
場
女

性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

内
容

講
演
「
自

分

の
適

性

・
適
職

を
知

っ
て
チ

ャ
ン

ス
を

掴

も

う
」
、

適
性

診

断
　

講

師

㈱
ア
イ

ム
代

表
取
締

役

・
長
井
和

子

氏
対
象
女
性
費
用
四
千
円

詈

千

葉
県

テ
ク

ノ
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

登
0
4
3・
2
7
4

・
7
7
7
1

Ｑ
Ｅ －
●ご

青年講座「日本の伝統文化にふれる」

〔全7回〕

期 日 時間 会場 内 容 対象 定員 費用

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
機

器

操

作

講

習

会
６
月
1
2日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
青
少
年

会
館
樋
野
囗

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
（
三
十
歳

未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先
着
二

十
人

持
ち
物
上
履
き
・
運
動
着

費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年

会
館

登
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

松

戸

村

立

雑

学
大

楽

「
野

球

雑

学

大
事

典

」

６
月
2
0日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
下
車
）
　
講
師

プ
ロ
野
球
ア
ナ
リ

ス
ト
・
塩
崎
俊
一
氏
　
費
用
無
料

問
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）

登

3
8
6
・
0
2
2
1

聖
徳
大
学
・
教
育
委
員
会
共
催
市
民
大
学
講

座
「
生
き
が
い
づ
く
り
と
自
己
発
見
の
楽
し

み
」
〔
全
四
回
〕

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所
長
・
福
留
強
氏

先
着
五
十
人

無

料

雨電話で午切公民館容368―1214へ

圃電話で青少年会館a344 ―8556 へ

日

舞

新

舞

踊

講

習

会

①
６
月

６
日

㈲

・
1
5日

㈹
午

後
２

時

～
５

時
②

６

月
1
0一
日
床

午
後

１
時

～
４
時
会
場
①
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ

ー
②
ハ

ケ
崎
市
民

セ

ン
タ

ー
　

内

容

簡
単

な
踊

り

対

象
初
心

者

費

用

一
回

五
百
円

筒
邦

舞

の
会

・
藤

間

豐
3
4
2・
2
1
7

1母

子

・
寡

婦

編

み

物

講
習

会

６
月
1
3囗
・
2
7日
、
７
月
Ｈ
日
・

2
5日
、
８
月
８
日

・
2
2日
、
９
月
1
2

日

・
2
6日
の
各
日
曜
日

〔
全
八
回
〕

午
前
1
0一時
～
午
後
３
時

会
場

女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
定
員
先
着

三
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
村
山
容
3
6
2
・
8
7
8
3

へ

]-ｽ 日　時 会場

１

6/160X)

午後1時30分

～4時30分

四ｍぐ

ﾙｶ
ﾁﾞﾚ

ﾑ 宍

裁

6/16  W

午 後5 時30 分

～8 時30 分

7/21  m

午 前10 時

～ 午 後 ら時

万

保
健
・
衛
生

市

立

東

松

戸

病

院

外

科

外

来

診

療

日

を

変

更

６
月
か
ら
外

科
外
来

の
診

療
日

は
、

月

・
火

・
木

曜
日

の
午
前

中

に
な
り

ま
し

た
。

圜
市

立
東
松

戸
病

院
総

務
課
a
3
9
1・

講

演

会

「
中

高

年

の

健

康
と

薬

に

つ

い
て

」

６
月
2
6日
出
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
会
場
市
民
劇
場
内
容
①
中
高

年
の
骨
折
は
命
と
り
②
薬
に
つ
い
て

も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
講
師
①
看
護

婦
・
八
島
安
子
氏
②
医
学
博
士

・
橋

爪
武
司
氏

定
員
当
日
先
着
三
十
人

費
用
五
百
円
（
資
料
代
）

賤
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
東
葛
会
・

小
嶋
昔
0
4
7
・
4
2
6
・
2
9
3
5

介

護
者

教

室
「
痴

ほ

う

の

予

防
」

６
月
2
6日
出
、
７
月
3
1口
出
、
８

月
2
8日
出
〔
全
三
回
〕
午
後
２
時
～

４
時

会
場
や
わ
ら
木
苑
（
金
ヶ
作
）

定
員
先
着
二
十
人
程
度
　
費
用
無
料

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
わ
ら
木

苑
・
斉
藤

容
3
8
6
・
0
2
1
3

講

演
会
「
素

晴

し

い
。
在

宅

ホ

ス

ピ

ス
‘

を
実

現

さ

せ

よ

う
」

６
月
1
9口
出
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分

会
場
麗
澤
大
学
（
柏
市
）

内
容
①
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
②
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
　
講
師
①
千
葉
西

総
合
病
院
副
院
長
・
島
村
善
行
氏
②

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
笠
原
医
院
長

・
小
笠
原
一
夫
氏
　
費
用
五
百
円

醫
東
葛
・
生
と
死
を
考
え
る
会
・
水

野

登
０
４
７
１
・
7
3・
３
０
３
ｎ
乙

お
知
ら
せ

外

国

人

技

術

研

修

生

ホ

ス

ト

フ

ァ
ミ

リ

ー

募

集

７
月
1
0
日
出
・
1
1
日
襾
〔
一
泊
二

日

〕
　

内

容

顫
海
外
技

術
者
研

修
協

会

の
イ

ン
ド
ネ

シ

ア

ー
ペ
ト
ナ

ム
研

修

生
十
人
（
男
性

八
人

・
女
性
二

人

）

の
ホ

ス
ト
フ

ァ
ミ
リ

ー

※
謝
礼

は
あ

り
ま
せ

ん

。

圃

電

話
で
謝
松

戸
市

国
際
交

流
協
会

S
3
6
6
・
7
3
1
0

へ

流

れ
る

プ

ー
ル

に

ご
招

待

期
限
６
月
2
8
日
丱
～
７
月
1
7
日
比

谷
曜
日
を
除
く
）
午
前
1
0
時
～
午
後

１
時
　
対
象
市
内

の
幼
稚
園
や
福
祉

施
設
の
園
児
（
付
添
人
を
含
む
）
の

団
体
単
位

※
母
子

家
庭
に
は
母
子
福
祉
推
進
員

を
通
じ
て
招
待
券
を
届
け
ま
す
。

惠
電
話
で
流
れ
る
プ
ー
ル

ヴ
ル
ト
ピ

ア
登
3
8
5
・
1
0
8
0

へ

ジ

ャ

ズ

体

操
フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

参

加

グ

ル

ー
プ

募

集

発
表
日
1
0月
2
4囗
㈲

会
場
市
民

会
館
　
対
象
７
月
５
囗
丱
午
後
１
時

丿
分
か
ら
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
運
営

奮
貝
会
に
出
席
で
き
、

役
割
分
担
に
協
力
で
き
る
団
体

定

員
先
着
二
十
五
団
体

惠
６
月
５
日
出
午
前
９
時
か
ら
電
話

ま
た
は
直
接
健
康
増
進
セ
ン
タ
１

登

3
6
8
・
1
8
1
4

へ

学
童

保

育

所

指

導

員
と

パ

ー
ト

指
導

員

を

募

集

内
容
放
課
後
に
留
守
家
庭
児
童
を

保
育
（
学
校
の
宿
題
・
ゲ
ー
ム
・
お

や
つ
な
ど
）
　
勤
務
時
間
月
～
金
曜

日
午
後
２
時
～
６
時
（
若
干

の
変
更

あ
り
）
　
募
集
人
員
若
干
名

鬪
た
ん
ぽ
ぽ
学
童
保
育
所
公
3
6
7
・
7

2
3
2

（
午
後
２
時
以
降
）

幻の葵勲章

情報

パソコン体験教室

剪用を添えて直接松戸商工会議所指導１課

11 ※タ イトル が色 刷り のも のは 、市 等の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366　 、

代 表FAX は … …363-3200　1

( 松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……httＤ://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jＤ/matsudo/

内 容

Windows98 の基本操

作( 起動～終了・マウ

ス操作)

文字入力 簡単な関数

の入力

インターネットの概要

について

ワープロソフトWord

98 の基本的な操作と

文章作成

文章の編集方法や描画

機能

印刷方法

頡 用費

先
着
各
十
人

明
万
四
　
　
　
．・
　ｍ
ｍ

四

5
,
1
爪
　
　
　

ヅ

ル

ご

匸
　
　
　
　

言
回

し

期日 時間 会場 内 容 講師 定員 費用

午
後
７

時
～
８

時
3
0分

聖

徳
大
学

生涯学習を楽しむ

生涯学習が地域を変

える

団体・サークルの現

代的意義とつきあい

方

生涯学習ボランティ

アの楽しみ

オリエンテー

ション

江戸更紗染・

切子体験

東京下町散策

江戸風鈴制作

体験

能・狂言鑑賞

相 撲 部 屋 見 学

酒 蔵 見 学 ・ 紙

す き 体 験

十
八
歳
よ

二
十
歳
ま
で
の
人

先
着
二
十
人

無
料
（
教
材
費
・
交
通
費
は
別
途
）

午
前
1
0時
～
正
午

市

民
会
館
ほ

か
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催

し

物

星

空

観

望
会

６
月
2
6日
出
①
星
空
解
説
＝
午
後

６
時
～
６
時
5
0分

②
天
体
望
遠
鏡
で

月
・
金
星
・
火
星
な
ど
を
観
望
（
雨

天

・
曇
天
時
は
、
ド
ー
ム
内
で
星
空

解
説
）
＝
午
後
７
時
～
８
時
3
0分

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

・
屋
上
定
員
先
着
八
十
人
費
用

無
料

※
午
後
５
時
3
0分
～
６
時
の
問
は
、

ド
ー
ム
内
で
音
楽
鑑
賞
が
で
き
ま

す
。

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
昔
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

作

っ
て

遊

ぼ

う

（
手

品

）

６
月
2
6日
出
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0

分

会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
「
魔
法
の
マ
ッ
チ
箱
」

と
「
野
菜
の
胴
切
り
」
を
作
っ
て
手

品
に
挑
戦
　
対
象
小
学
一
～
三
年
生

定
員
先
着
十
五
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館

登
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
日
休
館
）
へ

カ
ラ

オ
ケ

合

同

発

表
会

６
月
６
日
剛
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
講
師
宇
佐
見
正
光
氏
　
費
用
無

料圜
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
登
3
8
6 再

生

自

転

車

を

即

売

６

月
1
3
日
㈲
～
1
5
日

㈹
午

前
８

時

3
0分

～
午

後
３

時

会

場
生

き
が

い

福
祉

セ
ン

タ

ー
　

販

売
台
数
四
十

台

（
売
り

切

れ
次
第
終
了

）
　
価

格
七
千

円
～

一
万

一
千
円
　

交
通
五
香

駅
東

口

か
ら
新

京

成

バ
ス

「
小
新

山
」
行

き

ま
た

は

「
柏
陵
高

校
」
行

き

で
、

新

栄
町
入

口
下

車

題

松
戸
市

シ
ル

バ
ー
人

材
セ

ン
タ

ー

登
3
8
4・ｑ
Ｊ
１
０
び１

の

ぞ
み
学

園
作

品
展
示
・
即

売
会

６
月
1
6日
團
・
1
7日
困
午
前
９
時

～
午
後
４
時

会
場
総
合
福
祉
会
館

工

矢
切
）
　
内
容
陶
芸
・
縫
製
・
木

工
・
園
芸
品

黯
の
ぞ
み
学
園

容
3
6
8
・
1
6
5
5

い

っ

し

よ

に

歩

こ

う

Ｉ
・
お

も

い

や

り

ナ

イ

ト

ウ

オ

ー

ク

７
月
3
1
日

出

〔
雨

天

決
行
〕

午
後

６

時
中

部
小

学
校

集
合

、
８
月

１
日

㈲
午
前

９
時

到
着

予

定
　

コ
ー

ス
中

部
小
学

校
～

野
田

～
玉

葉
橋
～

新
葛

飾
橋
～
松
戸
（
四
十
㌔
）
　
対
象
二

人
以
上

の

親
子

・
仲
間

で
心
身

と
も

に
健

康
な
人
（
小

学
生
以

上
）
　
春
用

大
人
千

円

・
中
学

生
以
下

五
百

円

圃
７

月
1
0
日
出

ま
で

に
、
電
話

で

齟

松
戸

青
年

会
議
所

・
井
上

登
3
6
7
・
1

9
8
3

へ

施 設名 利 用時間 問い合わせ先

市立博物館

(常設・特別

展示) 午前9時30 分

～午後5時

※入館時間は午後

4時30分まで

市立博物館

S384 ―8181

戸定が丘歴史

公園

(戸定歴史館

・戸定邸)

戸定歴史館

S362 ―2050

市民会館プラ

ネタリウム

(投影時間約50 分)

①午前10時～

②午後1B#30 分～

③午後3時30分～

市民会館プラ

ネタリウム室

S368-1231ﾜ

クリーンセン

ター温水プー

ル(高柳新田)

(2時間で入れ替え)

①午前9時～11 時

②正午～午後2時

③午後3時～5時

クリーンセン

ター

a385-ﾜ100

「

み

ん

な

で

歌

い

ま

し

ょ

う

＆

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ド

」

６
月
1
7
囗
團

午

後
１
時

～
３

時

会

場
市

民
会
館
　

内

容
「

マ
イ
「

Ｉ

ト

ウ
イ
ル

ゴ
ー
オ

ン
」（
タ
イ

タ
ニ

ッ

ク
の
テ
ー
マ
）
ほ
か
　
費
用
無
料

馴

茎

昊

口
唱

団
チ

ェ
チ

ー
リ

ア

・
阿

部

登
3
6
2・
2
2
5
8

カ
ラ

オ
ケ

生

涯

学

習

成
果

発

表

会
６
月
1
3
H㈲
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
４
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
会

員
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
、
歌
謡
指
導
ほ

か
　
講
師
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
・
新

井
ユ
タ
カ
氏
　
費
用
無
料

醫
フ
ラ
イ

デ
ー
歌
謡
サ
ー
ク
ル
・
金

井

登
3
8
6
・
8
6
8
9

よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

第

二

十

回

記

念

コ

ン

サ

ー

６

月
2
0
日
㈲

午
後
２

時
～
４

時

会
場

森

の
ホ

ー
ル
9
1一
　
内
容

「

ア
ル

ル

の
女
」
「
Ｇ

線
上

の
ア

リ
ア
」
「

グ

レ

ン

ミ

ラ

ー

・

メ

ド
レ

ー
」

ほ

か

費

用
無
料

※
親
子
・
車

い
す
用

観
覧
席
あ
り
（
要

予
約
）

圜

よ

こ
す

か
ウ
イ

ン
ド

ア
ン
サ

ン

ブ

ル

・
渋
谷

昔
3
6
8・
1
4
5
4

（
夜

間

の
み
）

青

少

年

国

際

交

流

キ

ャ

ン

プ

７
月
2
2
日
困

～
2
6日

側

〔
四
泊

五

日

〕
　

会

場
小

学
四
～

六
年

生

＝
山

中

湖
キ

ャ
ン

プ
場
、

中

・
高
校
生

＝

本

栖
湖

青
少
年

ス

ポ
ー

ツ
セ
ン

タ

ー

費
用
小
学
四
～
六
年
生
＝
四
万
二
千

円
程
度
、
中
・
高
校
生
＝
四
万
五
千

円

程
度
（
詳

細

は
お
問

い
合

わ
せ
を

）

※
６
月
2
0
日

㈲
午

後
３
時
3
0
分

～
５

時

、
国
立

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
記

念
青

少
年

総
合

セ
ン

タ

ー
で
説
明

会

が

あ

り
ま
す

。

※
沖
縄

在

任
ア

メ
リ
カ
人
小

・
中

・

高

校
生

の
ホ
ス

ト

フ
ァ
ミ
リ

Ｌ

を

募

集
中
で

す

。

圜

纐
国

際
青
少
年

研
修

協
会

公
0
3
・

３

３
５

９

・
8
4
2
1

と

も
し

び

読

書

会

６
月
1
7囗
困
午
前
1
0一時
～
正
午

会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
謎
ジ
パ
ン
グ
」
明
石
散

人
著
　
費

用
三
百
円

惠
電
話
で
須
之
内

昔
3
4
3
・
0
2
6
5

へ借

地

借

家

の

無

料

相

談

６

月
Ｈ
日

吻
午

後
１

時
～
４

時

会

場
勤
労
会

館

※
契

約
書

等

が
あ
れ

ば
ご
持
参

を

醫
松

戸

借
地

借
家
人

組
合

・
外
谷

昔

3
4
5
・
3
5
4
8

喜

納

昌

吉

＆

チ

ャ

ン

プ

ル

ー

ズ

沖

縄

の

風

コ

ン

サ

ー

ト

７

月
３

日
出

午
後
６

時

か
ら
　

会

場
森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容
平

和

の
メ

ッ
セ

ー
ジ
を
歌

に
託
し

て
「
花
」
ほ
か

費
用
S
席
五
千
円
・
Ａ
席
三
千
円

圜

沖
縄

の
風
実
行
委

員
会

（
労

音
東

葛

セ
ン

タ
ー
内
）

昔
3
6
5
・
9
9
1
1

住

宅

デ

ー

６

月
1
3
日

前
午
前

稍一
時
～

午
後

３

時
会
場
Ｊ
Ａ
松
戸
市
古
ヶ
崎
支
店

前

、
仲

井
町
公

園
ほ

か
市

内
公

園
等

十
五
ヵ
所

内

容
わ

が
家
の
耐

震
診

断

・
増

改
築

・
営
繕

な
ど

の
住
宅

相

談
会
、
子
供
工
作
教
室
　
費
用
無
料

問

千
葉

土
建
松

戸
支

部
住
宅

デ
ー
実

行

委
員
会
ａ

嫋

・
7
7
0
0

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
「
松
戸
で
は
８
時
に
な
っ
た
ら
お
は
な
し

タ
イ
ム
」

労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会

６
月
2
6
日

出
午

後
１

時
～
４

時

会
場
千

葉
中

央
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ

ー
セ

ン

タ
ー

（
千

葉
市

）
　

内

容
労
災

事

故

後

の
補

償
の
相

談
な

ど
　

対

応
者

弁
護

士

・
社

会
保

険
労

務
士

・
医
療

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ほ
か
　
費
用
無
料

圃
当

日
会

場
で

黯
千

葉
中

央
法
律

事
務
所

登
0
4
3・
2
2
5

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

６

月
６
日

面

午
前

稍一
時
～

午
後

３

時

〔
雨
天

決
行

〕
　

会

場
ミ

ニ
リ
サ

イ

ク
ル

プ
ラ

ザ

（
馬
橋

駅
西

口
下

車

徒
歩

八
分

）

※
駐

車
場

は
あ

り
ま
せ

ん

の
で
、

電

車
・
バ
ス
等
で

お
越
し
く
だ

さ
い
。

醫

ミ

ニ
リ
サ
イ

ク

ル

プ
ラ
ザ

登
3
6
8
・

幼

児

の

た

め

の

人

形

劇

「

い

や

だ

い
や

だ

の

き

か

ん

ぼ

ひ

よ

こ

」

エ

ツ

コ

ワ

ー

ル

ド

６
月
2
6
日
出
午
前
1
1
時
1
5
分
～
午

後
Ｏ
時
1
5
分

会
場

常
盤
平

市
民

セ

ン

タ
ー
　

内

容
か
こ

さ
と
し

原
作

の

「
き

か

ん
ぽ
ひ

よ
こ
」
、

ツ
ピ

テ
ィ
ち

ゃ
ん

が
一
歩

一
歩
成

長
し

て

い
く
話

費
用
三
歳
以
上
の
親
子
で
二
千
円
（
詳

細
は
お

問

い
合
わ

せ
く

だ
さ

い
）

醴

松

戸
子

ど
も
劇

場

・
兼
松

昔
3
8
6
・

9
1
5
4

（
昼
間

の
み
）

期日 会場 時間 プログラム

6/16 W小金分館
午後3時

～3時30分

絵本「おつかい」

ほか

17 ㈲
東部スポー

ツパーク
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

1 18 銜
馬橋市民セ

ンター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

23 團 図書館本館
午後3時30 分

～4時

絵本「はら ぺこ

ガズラー」ほか

24困
馬橋東市民

センター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

25 銜
五香市民セ

ンター
午後3時～∠1時

アニメーション

人形劇

7/ 1 困
古ヶ崎市民

センター
午後3時～4時

アニメーション

人形劇

2窗
稔台市民セ

ンター
午後3時～4時

アニメーション

人形劇

対象3～9 歳　費用無料

※アニメーション｢ ふし ぎなヴァイオリン｣､ 人形劇｢ ぶ

んぶくちゃがま｣

※図書館利用カードをお持ちになれば 、本が借りられま

す( 返却は最寄りの図書館へ)。

※電話でおはなし が聞ける｢ でんわおはなしキャラバン｣

昔3ﾜﾜ 一〇〇〇〇もご利用＜ださい。

[間市立図書館≫365-5115

ス

ポ
ー
ツ

市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会

７
月
1
1
日
面
午
前
1
0
時
松
戸
グ
ラ

ン
ド

ボ

ウ
ル
集
合
　

内

容
予
選
四

ゲ

ー
ム

・
決
勝
ニ

ゲ

ー
ム

の
ト

ー
タ
ル

ピ
ン
で

順
位

決
定
　

対
乖

市
内
在

住

・
在

勤

・
在

学
者
（
中
学

生
以
占

定
員
先
着
八
十
四
人
　
費
用
一
般
二

千

五
百

円

・
中
学

生
千
五

百
円

・
決

勝
七
百

円

圃

７

月
２

日
脂

ま
で

に
、
費
用

を
添

え

て

直
接
市

内
各

ボ

ウ
リ
ン

グ
場

へ

醒

松

戸
市

ボ

ウ
リ
ン

グ
協
会

・
上
田

登
0
9
0
・
９
り
２

０
７

・
ｔ４‘６

２
９
Ｊ

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教室名 期 日 時 間 会 場 問い合わせ(体育指導委員)

イン ディ アカ 、

ソフトバレーボール

6/6(1日)・20( 日)

〔全2 回〕
午後ﾜ時～9時

矢切小学校

体育館
平川S362 べ)5ﾜ8

初心者バドミン

トン

6/13  (I日)･20( 日)

〔全2 回 〕
午前10 時～正午

稔台小学校

体育館

高津昔3∠W―5126

(午後ﾜ時～10 時)

グラウンド・ゴ

ルフ( 鉛筆持参)
6/20(日) 午前9時～正午

新松戸西小

学校校庭
香川公3∠1ﾐﾖﾄ5580

フ ァミリースポ

ーツ　　　　※
6/20(日) 午前9時～正午

新松戸西小

学佼体育館
吉見公3∠11―9566

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

６
月
2
6
日

～
７
月
2
4
日

ま
で

の
第

二

・
四

土
曜
日

〔
全
三

回

〕
午
後

１

時
～
２
時
3
0
分
会
場
和
名
ケ
谷
小

学
校

体
育
館
　

対
象
四

歳
～
小

学

六

年

生
　

定
員
四

十
人

（
抽
選

）
　

費

用
千
五
百

円

圉

６

月
1
5日

㈹
〔
必
着
〕
ま
で

に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番

号

・
返
信
用

あ

て
名
を
記

入

し
て

、

〒
ｍ
一－
2
2
6
7

松
戸
市

牧

の
原

二

の
四

八

の
一
の
二

〇

の
一
一

〇
三
千

葉
県

テ

ニ
ス
協
会

ジ
ュ

ニ
ア

委
員
会
高
沢
（
公
ｙ
ツ
5
3
3
7
）
へ

費用100 円程度（保険料）

※種目 （インディアカ 、ファミリーバドミントン 、ラ一ジボール卓球など）

圉当日会場で

テ

ニ

ス

教

室

①

初
心

者
テ

ニ
ス
教

室
…
７

月
８

日
～
1
0
月
2
8
日

の
毎

週
木

曜
日

〔
祝

日
を
除
く
〕
Ａ
ク
ラ
ス
＝
午
前
９
時

か
ら
、
Ｂ

ク
ラ

ス

＝
午

前
1
0
時
3
0分

か
ら②

ナ
イ

タ

ー
テ
ニ
ス

教
室

…
７
月

～
1
1
月
ま

で

の
毎

週

一
回
、
日

・
月

・
金

曜
日

の
希

望
日

ク
ラ
ス

〔
祝
日

等
を
除
く
〕
午
後
７
時
～
９
時

会
場
①
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
②
金

ケ
作
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在
任

・
在
勤
の
人
　
費
用
①
Ⅰ
万
二
千
円

②

一
万
円

（
各

保
険
料

を
含

む
）

圉

６
月
1
5
日

㈹
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・
希

望

ク
ラ
ス

（
①
第

二

希
望
②

第
三
希

望
ま

で
）
　・
返

信
用

あ
て
名

を
記
入

し
て

、
〒
「

」
1
8
6
9
1

松

戸
北
郵

便
局

匸

一
号
松
戸
市

テ
ニ
ス

協
会

ふ
十
木
（
昔
3
3
0
・
4
1
1
2

）
へ

市

民

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

６

月
2
0
日
㈲

・
2
7日

㈲
、

７
月
３

日

出

会

場
運
動
公

園
体

育
館

ほ
か

対

象
審
判

の
で
き

る
人

が
二
人
以

上

い
る
市
内
仕
住
・
在
勤
の
チ
ー
ム
　
（
高

校

生
は
参

加
で

き
ま
せ

ん
）
　

定
員

男
子

三
十
ニ

チ

ー
ム

・
女
子

十
六
チ

ー
ム
（
各
先
着
順
）
　
費
用
一
チ
ー

ム
三

千
円

※
６
月
1
4
日

側
午

後

７
時

か
ら
栗

ヶ

沢
中

学
校

で
代
表

者
会
議

を
行

い

ま
す

。

匣

６
月

９
日

啝
〔
必
着
〕
ま
で

に
、（

ガ
キ
に
チ

ー
ム
名

・
男

女
の
別

・
代

表

者
氏
名

・
住

所

・
電
話
番

号

を
記

入

し
て

、
〒
2
7
0
－
2
2
1
1

松

戸
市

五

香
六

実
六
四

二

の
五
三
松

戸
市

バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
協

会

（
栗

ケ
沢

中

学
校
内
）・
浜
田
（
登
3
4
1
5
1
7
8
）
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

７
月

３
日
～

９
月
2
5
日

の
毎
週

土

曜
日
午

前
８

時
～
９

時
一
心
分

会

場

中
ｍ（
公

園
庭

球
場
　

対
象

車

内
在

住

・
在
勤

の
人

定
員

七
十
人
（
抽
選

）

費
用
九
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

圃

６

月
Ｈ
日

窗
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
往

復
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
返

信
用

あ
て
名

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
－
8
6
9
1

松

戸
北
郵

便
局

一

二

号
松

戸
市

テ

ニ
ス
協

会
・
平
木
（
公

3
3
0
・
４

１
１
ｎ
／`
）
　
　
へ

陸
上
競
技
の
記
録
測
定
競
技
会

６
月
６
日

㈲
正
午

～
午
後
１
時
受
け
付

け
、
午
後
３
時
3
0分

競
技
終
了
　
会
場
運

動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象
車

内
在
住
・
在

勤
の
人
（
中
学
生
以

占
　
種
目
百
㍍
、
八
百
び
、
三
千

び

、
走
り

幅
跳

び
、
砲
丸

投
げ
四

諺
、

二
・
七
㌔
　
費
用
記
録
証
代
と
し
て

一
種

目
百
円

※
ス

パ
イ

ク
は

九

。。リ
以
下

の
ピ
ン

の

み
使
用

可

圃

当
日

会
場

で

圜

松
戸

市
陸

上
競
技

協
会

・
宮

崎

登

3
6
2
・
4
9
9
8

県民の日を記念して

６月１５日(火)施設無料開放

日時…6 月15 日 脚～27 日日

，　　　午前10 時～午後6 時
｜

〔21日㈲は文化ホールは休館。

27日（日）は午後4時まで〕

会場…文化ホー ル　　　　llS

，　　 アートスポットまつど

内容…日本画 一洋画･･彫刻

１　　（公募展）

費用…無 料

圖社 会教 育課 市民 文化

丿

≪366 ―7462　 …… ＿

松戸市美術展覧会



広報まつど1999年(平成11年)6月5日

お
し
ゃ
べ
り
な

饒
舌
な
無
言
劇

パ
ン
ト
マ
イ
ム

舞
台
上
手

か
ら
男
が
人
形

を
抱
え

て

登
場
す
る
。
人
形

を
中
央
に
置

き
、
男

が
下
手
に
消
え
る
の
と
同
時
に
、
人
形

が
動
き
だ
す
。
戻

っ
て
き
た
男
は
、
不

思
議
そ
う
な
顔
で
人
形
を
元
に
戻
す
が
、

よ
そ
見
を
し
て

い
る
間
に
、
ま
た
勝
手

に
動
か
れ
て
し
ま
す
。
観
客
は
ま
ず
驚

き
、
そ
し
て
笑

い
だ
す
。

日
本
で
は
数
少
な

い
プ
ロ
の
パ
ン
ト

マ
イ
ミ
ス
ト
、
カ
ン
ジ
ヤ
マ

ー
マ
イ
ム

（
藤
倉

健
雄
）
さ
ん

の
舞
台
の
一
こ
ま
で

あ
る
。

カ
ン
ジ
ヤ

マ
さ
ん
は
、
十
七
歳
の
時

結果説明会・講演会にご参加を
表1　 結果説明会（健康教育）日程表

に
マ
ル
セ
ル

ー
マ
ル
ソ
ー
氏
の
舞
台

に

感
動
。
一
度
は
日

本
の
大
学
に
入

っ
た

も
の
の
、
中
退
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
演
劇
科
、
同
大
学
院
修
士
課
程

で
演
劇
を
学
ぶ
と
と
も
に
プ
ロ
の
マ
イ

ミ
ス
ト
に
師
事
、
帰
国
し
た
。

今
で
こ
そ
舞
台
や
大
学
の
マ
イ
ム
ク

ラ
ス
の
講
師
な
ど
で
忙
し
い
が
、
帰

国

し
た
こ
ろ
は
す
ぐ
に
舞
台
に
立
て
る
ほ

ど
パ
ン
ト

マ
イ
ム
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
英
会
話
の
講
師
を
し
な
が
ら
の

修
行

が
し

ば
ら
ぐ
続
く
。
国
内

の
刺
激

的
な
ス
テ

ー
ジ
を
学
ん
で
歩
く
う
ち
に

出
会

っ
た
の
が
、
永
六
輔

さ
ん
。

「
永
さ
ん
の
お
か
げ
で
寄
席

の
定
席
に
出
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
感
謝
す
る
が
、

永
さ
ん
は
、
舞
台
の
た
び
に
課

題
を
与
え
る
。「
座
布
団
に
座

っ

て

マ
イ
ム
を
し
た
ら
と
か
、
山

頭
火
を

マ
イ
ム
で
や

っ
て
み
た

基本健康診査を受診した

人を対象に、結果説明会と

講話( 高脂血症について)

を表１のとおリ行います。

また、2つの会場で講演会

(生活習慣病予防教室) を開

催します(表2) 。

ぜひ、ご参加＜ださい。

懿健康課検診係

S366-748ﾜ

期 日 会 場 時 間 ／内 容

6/ 9 團 千 駄堀集会所 〔受付〕

午後Ｏ時30 分

～Ｏ時45 分

〔講話〕

午後Ｏ時45 分

～２時

①検査結果の

見方について

②高脂血症に

ついて

講師…医師・

保健婦( 士)

〔持ち物〕

結果通知書 一

筆記用具

※健康手帳を当

日会場で配布

10 ㈲ 松飛台市民センター

15 ㈹ 八柱市民センター

17 ㈲ 六実市民センター

18窗 五香市民センター

23 ㈲ 中央保健福祉センター

24 ㈲ 常盤平保健福祉センター

25 脯 常盤平保健福祉センター

29 ㈹ 常盤平市民センター

30 ㈲ 二十世紀が丘市民センター

7/ 2 倒 東部スポーツパーク

6 ㈲ 古ヶ崎市民センタ ー

ら
な
ん
て
、
普
通
考
え

ら
れ
ま
す
か
」

パ
ン
ト
マ
イ
ム
は
パ
ン
ト
（
す
べ
て

の
）
と
マ
イ
ム

（
模
倣
）
の
合
成
語

。

自
分
の
表
現
し
た

い
も
の
を
仕
種

で
表

す
。
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
演
出
力

と
そ
れ
を
正

確
に
演
技
す
る
身
体
が
あ

っ
て
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
ン
ジ
ヤ
マ
さ
ん
の
「

バ
イ
オ
リ
ン

弾
き
」
は
、
ア
メ
リ
カ
時
代
の
恩
師
、

ト
ニ
ー
・
モ
ン

タ
ナ
ロ
氏
の
「
無
駄
な

演
技
は
省
け
」
と

い
う
言
葉
に
省
略
を

重
ね
た
作
品
。
八
分
間
と

い
う
ほ
ん
の

短

い
時
間
の
中
で
、
大
道
芸
で
生
活

す

る

バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
一
日
の
出
来
事

を
サ
イ
レ
ン
ト

マ
イ
ム
で
表
す
秀
逸
な

作
品
だ
。
道
具
も
言
葉
も
な

い
の
に
そ

の
舞
台
の
何
と
饒
舌
な
こ
と
か
。

マ
イ
ム
は
そ
こ
に
何
も
な
く
て
も
、

あ

る
が
ご
と
く
に
演
じ
る
こ
と
で
「
モ

ノ
」
を
生
み
出
す
。
し
か
し
、

バ
イ
オ

リ
ン
を
知
ら
な

い
人
に

バ
イ
オ
リ
ン
の

マ
イ
ム
を
見
せ
て
も
わ
か
ら
な

い
。
観

客
は
自
分
の
経
験
に
重
ね
合
わ
せ
「
モ

ノ
」

の
感
覚
を
再
現
す
る
。
そ
こ
に
喜

怒
哀
楽

が
生
ま

れ
る

。
そ
の
た
め
に
必

要
な

の
は
経
験
と
想
像
力
と
感
性
。

マ
イ
ム
を
見
て
驚
く
子
ど
も
た
ち
に

表2　講演会（生活習慣病予防教室）日程表

期 日 会 場 時 間 講 師 定 員 費用

7/ 8 ㈲
常盤平保健福祉センター

a384 ―1333
午後1B#15 分

～3 時30 分

市立東松戸病院

医師

山下道隆氏

各先着

100 人
無料

15( 村

衛生会館

※問い合わせは中央保健福

祉センターo366 ―ﾜ489

※基本健康診査を受け 、講演会を受講し た人を対象に、栄養や運動の実践コース開催。

圃電話で受講を希望する会場(ただし 、衛生会館については中央保健福祉センター)へ

い きい きクッキング講座
は
、「
練
習
次
第
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が

で
き
る
。
君

た
ち
の
身
体

は
思
っ
て
い

る
以

上
に
お
し

や
ベ
リ
す

る
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
よ
」

と
語

り
か
け
る
。

幼

児
か
ら
青
少
年

の
情
操
教
育
に
マ

イ
ム
が
取

り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
が
夢
。

マ
イ
ム
の
普
及

に
も
力
を
入
れ
、
ア
メ

リ
カ
で
人
気
を
博
し
て
い
る
「
パ
ン
ト

マ
イ
ム
」
と

い
弓
本
を
翻
訳
出
版
す

る
。

そ
し
て
、「
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て

い
る
人
は
輝

い
て

い
る
」

こ
と
を
知
っ

て
ほ
し

い
と
、
今
日
も
舞
台
に
立
つ
。

（
松
戸
市
出
身
）

～ 増 や そ う カ ル シ ウ ム ～

不足しがちなカルシウムを取り、骨粗しょう症を予防しましょう。

骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
、
普
段
か
ら

食
べ
物
に
も
注
意
し
ま
し

ょ
う

日時…6月23 日團午前9時50 分～午後2時

会場…常盤平保健福祉センター

内容…カルシウムを上手にとる(講話・調理実習)

対象…健康づ＜りに関心のある人

定員…先着40 人

持ち物‥･エプロン・三角きん・ふきん2 枚・筆記

用具

費用…無料

圉6月ワ日㈲から、電話で常盤平保健福祉センター

S384-1333 へ

パントマイミスト

カンジ ヤマ・マイムさん

カ

ン

ジ

ヤ

マ

ー
マ

イ

ム

公

演

会

①
ザ

ー
パ
ン
ト
マ
イ
ム

大
人
向
け
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア

に
富
ん
だ
マ
イ
ム
で
す
。

６
月
詢
囗
㈲
午
後
６
時
～
７
時
3
0

分

会
場
市
民
劇
場

内
容
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
・
家
族
の
時
代

・
俳
句
マ
イ

ム
な
ど
　
費
用
三
千
三
百
円

②

お
し
ゃ
べ
り
な
パ
ン
ト
マ
イ
ム

家
族
で
楽
し
め
る
愉
快
な
お
し
ゃ

べ
り
と
お
か
し
な
マ
イ
ム
で
す
。

６
月
2
2日
㈹
午
後
６
時
丿
分
～
８

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
へ

え
１
　
人
間
の
身
体
っ
て
こ
ん
な
に

す
ご
い
ん
だ
Ｉ
：

早
打
ち
ピ
エ
ロ
・

マ
イ
ム
体
操
な
ど
　
費
用
二
千
三
百

円題
松
戸
子
ど
も
劇
場

・
藤
田
昔
3
8
6
・

○お気軽にご相談ください　６月の相談あんない○相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期 日 時 間 会 場 圖 相談名 期 日 時 間 会 場 圖

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室 対

語鬪

箜談室田

‰7
懿 凵

･ 9摺

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ Uー

と心諜 地

U
H

366局
ラ 松
幃

７ 局

7(月)
－　－一一次 回 は〔7/6 ㈹ 〕

馬橋支所交通事故 午前9時～午後5時
六実支所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談コ

｜ナ

｜

次 回 は 〔7/6C 火)〕

次 回 は 〔7/7 團 〕

次 回 は 〔7/7 團 〕

次 回 は 〔7/1  (:村〕

小 金支所
第1月曜日 午前9時～正午

常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っていますo

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご _

と

相

談

第1～第4金曜日

7(月)

次回は〔7/6W 〕

次回は〔7/6W 〕

16冰)

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

一一一一一一一
馬 橋 支 所

六 実 支 所
社ｊ

ヅ

２

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

健ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課
小 金 支 所

常 盤 平 支 所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係※労4動相談は東葛飾支庁商工労政課(C361-4089)でも行っています。 16冰） 新松戸市民センター

小金原市民センター

巡

回

年

金

相

談

次回は〔7/2銜〕

午前10時～午後3時

常 盤 平 支 所

小 金 支 所

小 金 原 支 所

馬 橋 支 所

※　 国
衣　 民
記以　 年

外　
金

の　 課
M 齠

民 ・ 係
年 ７
削

へ ２

17沐）

次回 は〔7/6  C火)〕 痴ほう介護相談(予約制) 25(金) 午後1時～4時 社会福祉協議会

８(火)
ゆ う ま つ ど

こころ の相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時

午後2時～8時

女 性 セ ン タ ー
（ 相 談 室 直 通 ）

3363  -0505

第2 ～ 第4 木 曜 日

一　　－　・ 一一
第1 木 曜 日

11( 金)

１５( 火) 六 実 支 所
女性就 業相談 火･ 金曜日 午前10時～午後4時

18 淦） 新松戸支所
パ ー ト 労 働

悩 みご と 相談
次回は〔7/6W 〕

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー

S364-877822(火) 矢 切 支 所

-一 一一一
東 部 支 所25(金) 就学 相談( 予 約制)

月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所.

Q366-7461
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
S365-6565

教育 相談( 予 約制)

青少年 相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セ ン タ ー

Q363-7867育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北 松 戸 保 育 所

25367-4646 青少年 相談( 来 所)

〔予約 制〕
午前9時～午後5時

少 年 セ ン タ ー
Q366-7464※住宅課Q366-7366 、商工観光課≪366-7327

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

O366-0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

※終了時間間際に来られるときは、あ

らかじめ電話確認を

一部の地域については ］O 月ごろを予定。

健康診査を受診した人へ
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